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論文の内容の要旨

（目的）

　運動耐性は心機能に代表される申枢性因子と，骨格筋血流や代謝などの末楕性因子により規定されている。皮

膚血管は，主に運動申の体温調節と血圧の維持，重要臓器や需要の高い骨格筋への血流の再分布に関与し，運動

耐性を規定する末梢性因子であると考えられる。本研究では，慢性心不全例における動脈阻血後と静脈閉塞後な

らびに運動負荷時の前腕皮膚血流動態をレーザードプラー血流計で連続的に非侵襲的に測定し，運動耐性や心不

全の重症度との関連を検討した。

（対象と方法）

①心疾患例の前腕皮膚反応性充血および閉塞後充血

　各種心疾患例61例（NYHA工度14例，n度16例，皿度31例）と正常対照例12例に対して，マンシェットを用い

て250m㎜Hgで上腕を圧迫（ユ分，5分）することにより反応性充血を，40m汕gで圧追（5分）することによ

り静脈閉塞後充血を測定し，心不全の重症度との関連を検討した。

②運動申の前腕皮膚血流動態

　①とは異なる各種心疾患例60例に対して，自転車エルゴメータを用いて毎分10Wの多段階漸増負荷を施行し，

レーザードプラー血流計を用いて前腕皮膚血流動態を測定した。同時に，大腿深部温，前腕皮膚温，呼気ガス測

定を行い，体温変化度や運動耐性との関連を検討した。運動耐性の指標には，嫌気性代謝閾値（AT），最高酸素

摂取量を用い，ATの成績より運動耐性良好群と低下群の二群に分けて検討した。また，AT未満とAT以上の

運動強度の異なる2つの定常運動負荷を施行し，前腕の皮膚血流動態の差異についても検討した。

（結果と考察）

①心疾患例の前腕皮膚反応性充血および閉塞後充血

　慢性心不全例では！分間，5分間ともに動脈阻血による皮膚反応性充血は低下しており，心不全重症例ほど前

腕皮膚反応性充血は小であった。1分間と5分間の動脈阻血による皮膚反応性充血には正の相関を認めた。心不

全では，血管収縮性の神経・体液性因子の関与により心不全重症度に応じて反応性充血が低下していることが推

察された。一方，静脈閉塞後の前腕閉塞後充血は心不全重症例ほど大であり，静脈うっ滞後の血管内圧変化が心

不全重症例では大であることによると推察され，心不全に特異的な現象であると考えられた。以上より，前腕反

応性充血および閉塞後充血は心不全例において重症度に応じた特異な動態を示すことが示唆された。
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②運動申の前腕皮膚血流動態

　漸増負荷において前腕皮膚血流は2相性の増加反応を示し，その変曲点（SkBF－T）はATよりも早期に出現

した。運動筋，非運動部皮膚の温度はSkBF－丁前には有意な変化を認めなかったが，SkBF－丁後は有意に上昇し，

SkBF－Tは運動に伴う骨格筋の温度上昇とそれに対する熱放散反応が開始する点であることが示唆された。運動

耐性良好群では，SkBF－丁時点以後の運動筋温上昇度は，非運動部での皮膚血流増加および皮膚温上昇度と相関

し，皮膚温上昇度と運動耐性との間に関連を認めた。これに対し，運動耐性低下群では，SkBト丁時点以後の運

動筋温上昇度，非運動部での皮膚血流増加，皮膚温上昇度，運動耐性との間に関連を認めず，熱放散機序として

の皮膚血管拡張能が低下していることが示唆された。定常運動負荷では，ATをこえる運動でSkBFが増加した。

（結論）

　皮膚血流動態の検討により，1）心不全例では前腕皮膚反応性充血の低下および閉塞後充血の充進を認め，そ

の程度は重症度をほぼ反映していること，2）漸増運動時には，前腕皮膚血流は変曲点をもって増加し，運動筋

での体温上昇に対する調節機転を反映していること，3）運動耐性良好例では運動筋温の上昇に関連して前腕皮

膚血流増加反応を認めたが，運動耐性低下例では，運動筋温上昇度と皮膚血流増加度に関連を認めないこと，4）

AT以下の軽度な運動では前腕皮膚血流量は変化しないが，ATをこえる運動では皮膚血流は増加を認めること

を示した。これらの結果より，心疾患例の前腕皮膚血流動態は健常者とは異なり，心不全重症度や運動耐性と関

連を認めることを示した。

審査の結果の要旨

　皮膚血管の拡張反応は運動時に産生される熱の放散に寄与する。皮膚血管の拡張能の低下は体温の早期あるい

は過度の上昇を生じることにより運動耐容能を制約する可能性がある。本研究はこのような作業仮説に基づき慢

性心不全症例での反応性充血に対する前腕皮膚血管拡張能と運動時の前腕皮膚血流動態を検討したものである。

　その結果，慢性心不全患者の皮膚血流は健常者とは異なる動態を有し，前腕皮膚反応性充血の低下や運動筋肉

温上昇に対する皮膚血流増加反応の低下に代表される機能異常を示すこと，およびこれら異常の程度は心不全重

症度や運動耐性と関運性を認めることを関らかにした。

　慢性心不全患者の運動能を制約する因子の一つとして，従来問題にされることの少なかった皮膚からの熱放射

作用の異常に着眼し，これを証明した価値ある論文である。

　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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